
１日目●講義「福島震災」「福島における放射線リスク」「緊急被ばく医療体制の再構

築」「避難者の生活とメンタルヘルス」●実習「放射線測定」「霧箱実験」「体表面スクリーニング」●ワークショップ

「福島原発事故がもたらした問題を考える」●演習「よろず健康相談演習・事前説明」●演習「リスクコミュニケー

ションⅠ・Ⅱ」 ２日目●よろず健康相談●講義「被災地消防の活動」●見学「被災地視察」 ３日目●講義

「被ばく･汚染傷病者医療対応」「急性被ばく症候群・放射線事故の歴史」「福島原発事故の社会・人文科学的考

察」「幼稚園における震災と取り組み」●ワークショップ「二次被ばく医療機関における放射線事故対応」 ４日

目●講義「急性期原子力災害医療対応の現実」●実習「汚染傷病者受入実習」   ※変更の可能性あり 

 

 
 
 
 
 
 
 

20 名 

 

      

医療関係者及び災害 

医療・被ばく医療に 

関わる行政関係者 

 

     

 

●申込〆切／平成 27 年 4 月 16 日（木）必着 

●申込み・お問合せ先／公立大学法人福島県立医科大学   災害医療総合学習センター 

 〒960-1295 福島市光が丘 1 番地 電話 024-547-1488 FAX 024-547-1557 E-mail ecdm@fmu.ac.jp 

※お申し込みが定員を超えた場合には受講を調整させていただき、申込〆切後、申込者全員に受講の可否の御連絡をいたします。 

第 13 回福島災害医療セミナー申込書 FAX 番号 024-547-1557 4 月 16 日必着 

ふりがな  性別 年齢 

お名前  

E-mail 

勤務先  職種／専門分野（例：医師／救急科） 

ご住所 〒 

 

携帯電話（                 ） 

□統括 DMAT 
□DMAT 隊員 

□非隊員 

災害医

療関係

受講歴 

 災害に関するご自身の役割・経験内容・お申し込みの理由等 

 

 

第 13 回福島災害医療セミナー 
日時：平成 27 年5 月21 日（木）～24 日（日） 

場所：福島県立医科大学（福島市光が丘 1）及び県内関係施設 

定 員 

 
プログラム予定 

 

■交通アクセス■ 
[ 東北新幹線 ] 

JR 東京駅－JR 福島駅・・約 1 時間 40 分 

JR 仙台駅－JR 福島駅・・約 25 分 

[ 東北自動車道] 

・福島西 IC－大学･･約 6.7 ㎞(約 13 分) 

・松川ｽﾏｰﾄ IC－大学･･約 3.8 ㎞(約 8 分) 

[JR 福島駅から]約 10 ㎞ 

・福島交通バス･･約 30 分～40 分 

   （東口 5,6 番ﾎﾟｰﾙより。料金 490 円） 

・タクシー･･約 20 分（料金 3,200 円程度） 

対 象 

 

申込み方法     下記申込書項目をご記入の上、FAX,E-mail またはホームページよりお申し込みください。 

附属病院 

駐車場 

 

mailto:ecdm@fmu.ac.jp

